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近年のダイビング船による事故の概要①

運輸安全委員会が公表する船舶事故調査報告書を元に集計したところ、2008年から2023年までの15年間
において、ダイビング船による事故の発生件数は38件であった。

事故の発生地は沖縄県が34件で、全体の約９割（89.4％）を占めている。
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ダイビング船による事故の発生地
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近年のダイビング船による事故の概要①

発生日時：2009年11月16日
発生場所：沖縄県座間味村安護の浦港
概 要：本船は、船長１人が乗組み、インストラクター５人、ダイビング客７人が乗船。

ダイビングポイントにて錨泊作業中、船長が両舷の機関のクラッチレバーを中立にするのを忘れたため、
本船が後進している中、インストラクター１人が錨を海底に固定するため左舷船尾から海中に飛び込んだ
ところ、回転中のプロペラ翼に接触し、左上肢を切断。その後病院で死亡が確認された。

ダイビング船スタイル乗組員死亡事故

発生日時：2022年12月3日
発生場所：沖縄県恩納村真栄田岬東岸
概 要：本船は、無人の状態で錨泊中、強風を受けて錨索が切れ、さんご礁に乗り揚げた。

ダイビング船菊川丸Ⅲ乗揚事故
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ダイビング船事故の種類別割合

38件のダイビング船事故のうち、事故の種類は「乗揚」が一番多く、死傷者を伴う事故は全体の約３割（12件）
（うち死亡事故２件）。

原
因

（2008年以降に公表された運輸安全委員会事故調査報告書を元に海事局作成）

原因（例）事故種類

・錨索を外して後進した際、索がプロペラに絡まり主機が停止し、風波で圧
流された。
・船長が船位の確認を行わなかったため、風波により圧流されていること
に気付かなかった。
・ダイビングポイントを変更する際、係留索を放す前にリーフから離れる操
船を適切に行わなかった。

乗揚

・船体が上下に動揺した際に旅客が浮き上がって甲板上に落下した。
・潜水を開始させた際、回転していたプロペラ翼が旅客に接触した。
・船長が船の周囲でダイビングを行っている者の確認せずに航行を開始し
たところ、プロペラ翼が他船ダイバーに接触した。

死傷等

・ 波浪により船内に海水が流入した際、船尾部を下げて排水しようとした
ところ、船尾部が沈下して船外機が海水に浸かり停止、更に海水が船内
に流入し転覆した。

転覆

38件

※事故種類のうち「死傷等」は、船舶の損傷を伴わない死傷事故が計上されており、他の種類の事故においても死傷者を伴う場合がある。
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（うち1件で負傷者あり）

※下線は、ダイビング船特有と考えられるもの
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